
授業コード 17501 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 ２学期 曜日・時限 木曜・３限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

授業コード 17502 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 集中 曜日・時限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

計算機システム学特論

三好　康夫 理学専攻　応用理学コース

8346

授業テーマと目的

前半は，ウェブアプリケーションの設計・開発に必須となるセキュリティに関する知識や実
装手法について解説する。 後半では，利用者の嗜好抽出や情報推薦等の手法につい
て論じ，それらのアルゴリズムについてソースコードを元に解説する。前・後半を通じて，
セキュリティを考慮しつつ利用者情報を活用したソフトウェア開発に有用な知識を身につ

授業計画

1) オリエンテーション，授業概要・計画の説明
2) ウェブセキュリティの概要
3) 運用におけるセキュリティ対策，情報漏洩
4) インジェクション攻撃
5) セッション管理
6) クロスサイト・スクリプティング
7) クロスサイト・リクエスト・フォージェリ
8) ウェブインテリジェンス，集合知の概要
9) 情報推薦1: コンテンツに基づくフィルタリング
10) 情報推薦2: 協調フィルタリング
11) 嗜好抽出技術
12) 情報推薦の評価
13) 社会的ネットワーク，コミュニティ
14) プライバシー保護
15) 課題プログラムの作成

達成目標（達成水準）

ウェブアプリケーションを開発する上で，起こりうる脆弱性とその脅威，解決策について
理解する。
実際に，利用者の嗜好を考慮した情報推薦システムをセキュアに構築できることを目標
とする。

授業時間外の学習 レポート，プログラミング課題に取り組むこと。

教科書・参考書 プリントを配布，また講義中にウェブページや関連論文等を紹介する。

成績評価の基準と方法 授業態度及びレポートの内容で評価する。

計算機アーキテクチャ特論

國信　茂郎 理学専攻　応用理学コース

授業テーマと目的

情報科学の基本となる計算機科学を幅広く講義し、計算機のハードウェア、およびソフト
ウェア構造の理解を促進する。

授業計画

第1回　オリエンテーション，授業概要・計画の説明
第2回　コンピュータ・アーキテクチャ
第3回　命令セット・アーキテクチャ
第4回　性能と設計
第5回　FPGA
第6回　HDL
第7回　演算
第8回　単一クロックサイクル・プロセッサの設計
第9回　マルチサイクル・プロセッサの設計
第10回　パイプライン処理
第11回　スケジューリング
第12回　メモリ
第13回　キャッシュ
第14回　展望
第15回　授業の総括および研究への展望

達成目標（達成水準） 計算機アーキテクチャに関する最先端の研究について理解できるようになる

授業時間外の学習

教科書・参考書
プリント（カリフォルニア大学バークレイ校の講義・改）を用意する。（参考書）コンピュータ
の設計と構成第３版上、下

成績評価の基準と方法



授業コード 17503 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 ２学期 曜日・時限 火曜・２限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

授業コード 17504 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 ２学期 曜日・時限 火曜・３限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

分散システム特論

森 雄一郎 理学専攻　応用理学コース

8340 ymori@is.kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

集中システムから分散システムへの発展を辿りながら，その特徴，必要性から始まり，
並列プログラミング，並列アルゴリズムの基礎を解説し，分散・並列処理システムの基本
モデルと，システム，ソフトウェアについて論じる．また，これらを構築する上でも最も基本
的な分散コンピューティングのパラダイムであるクライアント・サーバモデルや，最近急速
に発展しているクラウドコンピューティング等の統合的アプローチについても解説する．

授業計画

第1回　オリエンテーション，授業概要・計画の説明
第2回　集中処理から分散処理へ，コンピュータの歴史
第3回　集中処理の特徴と限界
第4回　分散処理の目的と形態，分散処理の透過性
第5回　ハードウェアとオペレーティングシステム
第6回　プロセス間通信，同時実行制御
第7回　同時実行制御（二相ロック 他），コミットメント制御（二相コミットメント他）
第8回　デッドロックの検出と回避
第9回　ネットワークアーキテクチャ(OSI)，LAN,WAN，プロトコル
第10回　クライアントサーバモデル
第11回　分散処理の状態，事象の順序づけ
第12回　排他制御，デッドロック，合意
第13回　後退復旧，フォールトトレランス，安全性
第14回　分散データベースシステム，トランザクション
第15回　クラウドコンピューティング技術と事例
第16回　総括

達成目標（達成水準）

並列分散技術を用いたシステム構築例を見た場合，情報科学の専門家としてそのシス
テムを理解，解説，評価できる能力を身につけることを目指す．

授業時間外の学習 関連項目に関する調査，情報収集を積極的に行って欲しい．

教科書・参考書 授業時に適宜指示する．

成績評価の基準と方法 レポート及びその発表，質疑応答，出席状況などを総合的に評価する．

ソフトウェア論特論

豊永　昌彦 理学専攻　応用理学コース

8342 toyonaga@is.kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

VLSI設計CADソフトウェアを題材として，仕様の分析，定式化，アルゴリズム設計，デー
タ構造設計，階層化手法，品質評価，開発工程管理などについて学ぶ。

授業計画

第1回：ソフトウェア論特論の概要
第2回：ソフトウェア論と工学的視点
第3回：ソフトウェア開発工程
第4回：XP，アジャイル，ウォータフォール
第5回：ソフトウェア開発実践
第6回：ソフトウェア品質とレビュー
第7回：VLSI設計概要
第8回：自動設計の問題分析と問題定式化
第9回：配置問題の定式化・データ構造
第10回：自動配線の定式化・データ構造
第11回：ソートアルゴリズム
第12回：データ構造と時間複雑度
第13回：ソフトウェア開発工程実践
第14回：ソフトウェア品質とレビュー実践
第15回：まとめと課題

達成目標（達成水準）
問題の分析，定式化からソフトウェア構築までの各種理論，手法を具体例を通じて理解
し，より深いソフトウェア理論の知識を得る。

授業時間外の学習 関連論文の通読と，レポート課題に取り組む．

教科書・参考書 適時指定する．

成績評価の基準と方法 講義出席とレポート等で評価する。



授業コード 17505 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 １学期 曜日・時限 木曜・２限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

授業コード 17506 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 １学期 曜日・時限 火曜・２限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

アルゴリズム論特論

塩田　研一 理学専攻　応用理学コース

8337 shiota@is.kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

暗号アルゴリズムを中心にアルゴリズムと計算量の理論を講義し、レポートでは Pyｔｈｏｎ
による暗号プログラムの作成に取り組んでもらう。

授業計画

#1 Python 入門
#2 四則演算の計算量、最大公約数、ユークリッドのアルゴリズム
#3 不定方程式 ax+by=c、ユークリッドのアルゴリズム拡張版
#4 数当て手品、合同式（法演算）、九去法、剰余系
#5 法演算における逆数、一次合同式 ax ≡ b、一次合同式 ax ≡ ay
#6 既約剰余類、オイラー関数とオイラーの定理、mod p の乗法構造
#7 中国剰余アルゴリズム、オイラー関数の乗法性
#8 シーザー暗号、暗号システム、換字式暗号と置換式暗号、共通鍵暗号と公開鍵暗号
#9 RSA 暗号、高速べき乗
#10 RSA 暗号が安全と信じられている理由、RSA 暗号の攻撃法
#11 離散対数問題、Diffie-Hellman 鍵交換システム
#12 Pohlig-Hellman 法による離散対数計算
#13 中国剰余アルゴリズムを利用した秘密分散法
#14 平方剰余問題を利用した暗号プロトコル
#15 レポートの講評

達成目標（達成水準）
各種アルゴリズムの計算量を実際のプログラミングで実体験することによって、計算量
理論に基づく公開鍵暗号の原理を会得することを目標とする。

授業時間外の学習 講義の復習と、プログラミング課題に取り組むように。

教科書・参考書 オンラインテキストURL  http://lupus.is.kochi-u.ac.jp/shiota/

成績評価の基準と方法 出席とレポートの内容で評価する。

データベース論特論

村岡道明 理学専攻　応用理学コース

8332 muraoka@is.kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

データモデルとデータベース理論、データベースの設計論およびデータベースシステム
の構築法について議論する。

授業計画

第1回 オリエンテーション、授業概要・計画の説明
第2回 データベースの基礎
第3回 関係データベース(1)
第4回 関係データベース(2)
第5回 関係データベース(3)
第6回 オブジェクト指向データベース(1)
第7回 オブジェクト指向データベース(2)
第8回 オブジェクト指向データベース(3)
第9回 データベース応用システムの構築法(1)
第10回 データベース応用システムの構築法(2)
第11回 データベース応用システムの構築法(3)
第12回 データマイニング
第13回 データベースの課題
第14回 これからのデータベース研究
第15回 授業の総括と研究への展望

達成目標（達成水準）
データベースの基本的な設計法やデータベースシステム構築法について、議論できるよ
うになる。

授業時間外の学習
受講者の専門知識や予備知識に応じて、指示された文献や補足資料などにて自己研鑽
をして欲しい。関連情報の積極的な収集を期待する。

教科書・参考書

教材名　デーベース要論　　　著者　　河村　一樹　　　出版社　ダイゴ
必要に応じて、教材の補足資料を配布する。

成績評価の基準と方法 講義態度とレポートで評価する。



授業コード 17507 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 曜日・時限 本年度開講せず

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

授業コード 17508 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 １学期 曜日・時限 金曜・２限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

情報ネットワーク論特論

菊地 時夫 理学専攻　応用理学コース

8336 tkikuchi@is.kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

ネットワークの応用。メールとウェブという２つの主要なネットワークアプリケーションを取
り上げて、それらの連携等について講義する。

授業計画

第1回 オリエンテーション、授業概要・計画の説明
第2回 イーサネット LAN の仕組み
第3回 インターネットプロトコル(IP)の仕組み
第4回 ユーザデータグラム(UDP)を使った通信
第5回 ドメイン・ネーム・システム
第6回 信頼性のあるIP通信(TCP)の仕組み
第7回 TCPの課題
第8回 HyperText Transfer Protocol
第9回 Apache httpd のインストールと基本的設定
第10回 Apache httpd の拡張設定・モジュールの利用
第11回 Zope アプリケーションサーバのインストールと設定
第12回 Simple Mail Transfer Protocol
第13回 Postfix のインストールと基本設定
第14回 暗号通信(SSL, TSL, PGP)
第15回 授業の総括と研究への展望

達成目標（達成水準）
実際にインターネットで利用されている情報システムの仕組みについて理解し、プロトタ
イプシステムの構築ができること。

授業時間外の学習 RFC を読む。ソースコードを読む。

教科書・参考書
ウェブ上に多数あるので、よいものは授業中に紹介する。
http://www.is.kochi-u.ac.jp/~tkikuchi/

成績評価の基準と方法 討論の内容とレポートの内容で評価する。

知能ソフトウエア特論

岡本　竜 理学専攻　応用理学コース

8341 ryooka@is.kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

知能ソフトウエア構築において，計算機を用いた問題解決に必須となる基礎理論や各種
手法について，現在に至る歴史的背景の変遷や，それに伴うパラダイムシフトを含めて
解説する。また，重要な事項については理解を深めるためにプログラミングも行う。

授業計画

第1回：知能ソフトウエアの歴史と現状
第2回：計算機による問題解決プロセスとモデル化
第3回：状態空間による問題表現と探索
第4回：系統的探索法の基礎
第5回：横型探索法と縦型探索
第6回：反復深化探索法
第7回：経路コストを考慮した探索
第8回：ヒューリスティクスを用いた探索法
第9回：最良優先探索法
第10回：A探索
第11回：A*探索
第12回：完全２人ゲーム
第13回：ミニマックス法
第14回：α-β法
第15回：リバーシプログラムの作成

達成目標（達成水準）

ソフトウエアにおける知的さとは何かを理解し，問題を表現するためのモデル化と問題解
決のための手法を具体的に習得して実装を可能とすること。

授業時間外の学習 関連事項に関するプログラミング技術の自己研鑽を推奨する。

教科書・参考書 授業時に適宜プリントを配布する。

成績評価の基準と方法 出席状況と提出されたレポート内容により評価する。



授業コード 17509 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 集中 曜日・時限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

授業コード 17510 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 ２学期 曜日・時限 水曜・２限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

システムソフトウェア論特論

村岡道明 理学専攻　応用理学コース

8332 muraoka@is.kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

システムＬＳＩや組込みシステムの要求仕様や高位設計についての設計技術および設計
事例などに関して、業界の最新技術を中心に学習し、今後の技術課題などについて議
論する。本講義を受講し単位を取得した者には、株式会社半導体理工学研究センター
(STARC) より受講認定証が授与される。

授業計画

業界の各技術の専門家（複数）が分担して担当技術の講義を行なう。
第1回 D1(1) D１章 組込みシステムとその開発概要(1)組込みシステムとは何か
第2回 D1(2) D１章 組込みシステムとその開発概要(2)ＳｏＣ設計の特徴と課題
第3回 D2 D２章 組込みシステムの要求仕様定義
第4回 D3 D３章 組込みシステム仕様定義（システム設計）
第5回 D4(1) D４章 システムアーキテクチャ設計技術(1)全体像と計算モデル
第6回 D4(2) D４章 システムアーキテクチャ設計技術(2)構造化モデリングと設計フロー
第7回 D4(3) D４章 システムアーキテクチャ設計技術(3)コデザインと性能評価
第8回 D4(4) D４章 システムアーキテクチャ設計技術(4) I/F設計
第9回 D5(1) D５章 動作合成技術 (1)原理編：Ｂ4章(1)と同じ
第10回 D5(2) D５章 動作合成技術 (2)応用編：Ｂ4章(2)と同じ
第11回 D6(1) D６章 機能検証技術(1) 機能検証の位置付け
第12回 D6(2) D６章 機能検証技術(2) プロパティ記述言語と静的検証
第13回 D7 D7章 高位設計による最適化
第14回 Z１章　制御系システムLSIとMM系システムLSI
第15回 Z３章　通信系システムLSIとシステムレベルの低消費電力化

達成目標（達成水準）
システムＬＳＩや組込みシステムの要求仕様や高位設計に関する方法論について、議論
できるようになる。

授業時間外の学習
受講者の専門知識や予備知識に応じて、指示された文献や補足資料などにて自己研鑽
をして欲しい。関連情報の積極的な収集を期待する。

教科書・参考書 教材　株式会社半導体理工学研究センター (STARC) 作成のテキストを配布する。

成績評価の基準と方法 講義態度と各章の確認テストで評価する。

計算論特論

中込照明 理学専攻　応用理学コース

8338 nakagomi@is.kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

さまざまな計算モデルの体系の中でオブジェクト指向モデルを概念生成系として位置づ
け解説する．具体的プログラミング言語としては Java を取り上げ，Java 入門としても役
立つ内容を持つ．

授業計画

I. --総論 --
(1) 標準モデル
(2) 非標準モデル
(3) オブジェクト指向モデルとJava
II. --Java言語のミクロ構造
(4) ユニコード，データ型，リテラル
(5) 変数，配列，式
(6) 文，関数
III. --Javaのマクロ構造 --
(7) 概念としての型と実例としてのオブジェクト
(8) 型の定義ークラスとインターフェース
(9) 型の定義ー列挙型，配列型，総称型
(10) extends と implementsー型の体系
(11) クラスライブラリの利用とデザインパターン
IV. --実行の仕組み --
(12) オブジェクトの生成と実行時結合
(13) スレッド
(14) イベント，例外，ガーベジコレクション
(15) その他の項目

達成目標（達成水準） 計算モデルについて理解して，プログラミングに役立てる．

授業時間外の学習 各自の興味に従って，参考文献を読んだり，プログラムを作ったりしてください．

教科書・参考書 特になし。

成績評価の基準と方法 討論の内容とレポートの内容で評価する。



授業コード 17511 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 １学期 曜日・時限 木曜・３限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

授業コード 17512 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 １学期 曜日・時限 木曜・４限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

数理情報学特論

伊藤　宗彦 理学専攻　応用理学コース

8335 ito@is.kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

計算幾何学の基礎アルゴリズムを学んで行く。その過程で計算幾何学を支える位相幾
何学の役割を考えて行く。

授業計画

第1回 計算幾何学とは
第2回 凸包の例に見る計算幾何学の成果　(1)素朴な方法(Slow Convex Hull)
第3回 Slow Convex Hullの問題点の整理
第4回 Slow Convex Hullの問題点に対する解決策その１－逐次添加法
第5回 Slow Convex Hullの問題点に対する解決策その２－包装法
第6回 幾何学的対象を計算機で扱う為の数学理論とデータ構造
第7回 計算幾何学における各種基本操作の習得
第8回 多角形の定義とJordanの閉曲線定理の役割そしてデータ構造
第9回 点位置決定問題
第10回 台形地図による探索構造
第11回 探索構造とグラフ理論
第12回 点位置決定問題の応用例
第13回 自律ロボットの移動計画問題
第14回 点ロボットの移動計画
第15回 Minkowski和の役割

達成目標（達成水準） 計算幾何学の基礎アルゴリズムを学習すると共に、それを部品として使える能力を習得
する。

授業時間外の学習 引用文献や参考文献の学習

教科書・参考書 Computational Geometry in C, J. O’Rourke, Cambridge Univ. Press.

成績評価の基準と方法 演習、レポート、授業態度

機械学習論特論

本田理恵 理学専攻　応用理学コース

8339 honda@is.kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

コンピュータに学習を行なわせる機械学習の手法と、この分野深い関わりを持ち、大量
データからのパターン発見を目指すデータマイニングの手法についても紹介する。受講
者は講義内容を参考にして各自1つのプロジェクトを実施して最後に発表する。プロジェ
クトのテーマは提示する。

授業計画

第1回 オリエンテーション、授業概要・計画の説明
第2回 機械学習概論
第3回 人工知能の基礎
第4回 決定木学習
第5回 相関ルール
第6回 クラスタリング
第7回 ベイズ学習
第8回 ニューラルネットワーク
第9回 強化学習
第10回 プロジェクトの提示
第11回 プロジェクト中間発表（アルゴリズムの選択）
第12回 プロジェクト中間発表（進行状況と質問）
第13回 プロジェクト発表
第14回 プロジェクト発表
第15回 授業の総括と研究への展望

達成目標（達成水準）
機械学習・データマイニングの方法・アルゴリズム、その性質を理解し、実際の比較的簡
単な問題に対して、代表的手法が利用できるようになる。

授業時間外の学習
2－3回の小レポートを提出してもらい、最後に1つのプロジェクト（プレゼンテーションとレ
ポート）を実施してもらう。計画的に取り組んでもらいたい。

教科書・参考書
（教科書）データマイニングの基礎、元田他、オーム社, 2006．（参考書）Machine
Learning,  Tom Mitchell, McGraw Hill, 1997, データマイニング 福田ほか,共立出版など。
他、授業の際に適宜紹介する。

成績評価の基準と方法 出席とプロジェクトの発表内容、レポートから総合評価する。試験は実施しない。



授業コード 17574 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 １学期 曜日・時限 金曜・３限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

授業コード 17514 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 １学期 曜日・時限 金曜・３限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

離散数学特論

藤沢　潤 理学専攻　応用理学コース

8347

授業テーマと目的

グラフは、情報科学分野における最も基本的な数学的モデルの一つである。本講義で
は、グラフの持つ不変量とグラフの持つ構造の関係について豊富な具体例・応用例を交
えながら講義する。

授業計画

授業計画：
第１回 ガイダンス
第２回 グラフの定義、次数
第３回 いろいろなグラフ、誘導部分グラフ
第４回 頂点と辺の除去、グラフの連結度、グラフの縮約、木と林
第５回 木の性質、グラフの中心
第６回 木のコード化、木の同型判定
第７回 結婚定理
第８回 安定マッチング(1)
第９回 安定マッチング(2)
第１０回 Tutteの定理とPetersenの定理
第１１回 禁止部分グラフとマッチング
第１２回 彩色問題
第１３回 4色定理と3-正則グラフの2-因子
第１４回 3-正則グラフにおける未解決問題
第１５回グラフ理論の今後の展開について

達成目標（達成水準）
グラフ理論における基本的な概念を理解するとともに、抽象的な概念を論理的に議論で
きるようになること。

授業時間外の学習 講義ノートによる復習と、演習課題・レポートへの取り組み

教科書・参考書 教科書は用いず、プリントを配布する。参考書は、授業の中で適宜紹介する。

成績評価の基準と方法 出席・演習課題・レポートなどを総合的に評価する。

情報科学特論

藤沢　潤 理学専攻　応用理学コース

8347

授業テーマと目的

グラフは、情報科学分野における最も基本的な数学的モデルの一つである。本講義で
は、グラフの持つ不変量とグラフの持つ構造の関係について豊富な具体例・応用例を交
えながら講義する。

授業計画

授業計画：
第１回 ガイダンス
第２回 グラフの定義、次数
第３回 いろいろなグラフ、誘導部分グラフ
第４回 頂点と辺の除去、グラフの連結度、グラフの縮約、木と林
第５回 木の性質、グラフの中心
第６回 木のコード化、木の同型判定
第７回 結婚定理
第８回 安定マッチング(1)
第９回 安定マッチング(2)
第１０回 Tutteの定理とPetersenの定理
第１１回 禁止部分グラフとマッチング
第１２回 彩色問題
第１３回 4色定理と3-正則グラフの2-因子
第１４回 3-正則グラフにおける未解決問題

達成目標（達成水準）
グラフ理論における基本的な概念を理解するとともに、抽象的な概念を論理的に議論で
きるようになること。

授業時間外の学習 講義ノートによる復習と、演習課題・レポートへの取り組み

教科書・参考書 教科書は用いず、プリントを配布する。参考書は、授業の中で適宜紹介する。

成績評価の基準と方法 出席・演習課題・レポートなどを総合的に評価する。



授業コード 17517 授業題目 単位数 2

授業種別 演習
履修開始年
次

1 開講時期 通年 曜日・時限 木曜・５限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

応用理学ゼミナールⅠ（情報）

村岡道明　豊永昌彦　菊地時夫　塩田研
一　中込照明　伊藤宗彦　森雄一郎　岡本
竜　本田理恵　三好康夫　藤沢潤

理学専攻　応用理学コース

授業テーマと目的

情報科学分野において提供される基礎から応用までの教員が進める情報科学研究を中
心にさらに深い議論をする。

授業計画

情報科学分野において指導教員の指導の下に遂行される研究に関して、研究背景・先
行研究・研究手法・達成目標などについて論文輪講や小規模プレゼンテーションを通じ
て学ぶ。毎回の授業計画については指導教員の指示によるが例としては以下のようなも
のである。
第1回 オリエンテーションと授業概要・計画の説明
第2回 論文輪講(研究の背景 1)
第3回 論文輪講(研究の背景 2)
第4回 論文輪講(先行研究 1)
第5回 論文輪講(先行研究 2)
第6回 論文輪講(先行研究 3)
第7回 プレゼンテーション(レビュー 1)
第8回 プレゼンテーション(レビュー 2)
第9回 論文輪講(研究手法 1)
第10回 論文輪講(研究手法 2)
第11回 論文輪講(研究手法 3)
第12回 論文輪講(研究手法 4)
第13回 プレゼンテーション(中間報告 1)
第14回 プレゼンテーション(中間報告 2)
第15回 1学期の総括
第16回 2学期の授業概要・計画の説明
第17回 論文輪講(研究の達成目標 1)
第18回 論文輪講(研究の達成目標 2)
第19回 論文輪講(研究の達成目標 3)
第20回 論文輪講(先行研究 4)
第21回 論文輪講(先行研究 5)
第22回 プレゼンテーション(レビュー 3)
第23回 プレゼンテーション(レビュー 4)
第24回 論文輪講(先行研究 6)
第25回 論文輪講(先行研究 7)
第26回 論文輪講(研究手法 5)
第27回 論文輪講(研究手法 6)
第28回 プレゼンテーション(総括報告1)
第29回 プレゼンテーション(総括報告2)
第30回 2学期の総括

達成目標（達成水準） 情報科学の研究手法に基づいて研究を遂行するための基礎的力をつける。

授業時間外の学習 指導教員から指示する

教科書・参考書 指導教員から指示する

成績評価の基準と方法 指導教員から指示する



授業コード 17518 授業題目 単位数 2

授業種別 演習
履修開始年
次

2 開講時期 通年 曜日・時限 金曜・１限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

応用理学ゼミナールⅡ（情報）

村岡道明　豊永昌彦　菊地時夫　塩田研
一　中込照明　伊藤宗彦　森雄一郎　岡本
竜　本田理恵　三好康夫　藤沢潤

理学専攻　応用理学コース

授業テーマと目的

情報科学分野において提供される基礎から応用までの教員が進める情報科学研究を中
心に情報科学の最前線について議論する。

授業計画

情報科学分野において指導教員の指導の下に遂行される研究に関して、研究背景・先
行研究・研究手法・達成目標などについて論文輪講や小規模プレゼンテーションを通じ
て学ぶ。毎回の授業計画については指導教員の指示によるが例としては以下のようなも
のである。
第1回 オリエンテーションと授業概要・計画の説明
第2回 論文輪講(研究の背景 1)
第3回 論文輪講(研究の背景 2)
第4回 論文輪講(先行研究 1)
第5回 論文輪講(先行研究 2)
第6回 論文輪講(先行研究 3)
第7回 プレゼンテーション(レビュー 1)
第8回 プレゼンテーション(レビュー 2)
第9回 論文輪講(研究手法 1)
第10回 論文輪講(研究手法 2)
第11回 論文輪講(研究手法 3)
第12回 論文輪講(研究手法 4)
第13回 プレゼンテーション(中間報告 1)
第14回 プレゼンテーション(中間報告 2)
第15回 1学期の総括
第16回 2学期の授業概要・計画の説明
第17回 論文輪講(研究の達成目標 1)
第18回 論文輪講(研究の達成目標 2)
第19回 論文輪講(研究の達成目標 3)
第20回 論文輪講(先行研究 4)
第21回 論文輪講(先行研究 5)
第22回 プレゼンテーション(レビュー 3)
第23回 プレゼンテーション(レビュー 4)
第24回 論文輪講(先行研究 6)
第25回 論文輪講(先行研究 7)
第26回 論文輪講(研究手法 5)
第27回 論文輪講(研究手法 6)
第28回 プレゼンテーション(総括報告1)
第29回 プレゼンテーション(総括報告2)
第30回 2学期の総括

達成目標（達成水準） 情報科学の研究手法に基づいて研究を遂行し実地に応用できるようになる。

授業時間外の学習 指導教員から指示する

教科書・参考書 指導教員から指示する

成績評価の基準と方法 指導教員から指示する



授業コード 17520 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 １学期 曜日・時限 火曜・２限

担当教員名 担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

有機合成化学特論

小槻日吉三 理学専攻　　応用理学コース

8298 kotsuki@kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

有機合成反応の基礎から応用までについて、最先端領域におけるトピックスを交えなが
ら解説する。それにより、主として天然物合成に必要とされる構造決定、反応機構、合成
試薬、合成戦略等の重要概念の修得を目的とする。

授業計画

第１回　　本授業の進め方と到達目標についてのガイドラインを説明
第２回　　有機化学反応の基礎学力をチェックするための確認試験
第３回　　C－C結合形成反応：天然物合成における応用例ーその１
第４回　　C－C結合形成反応：天然物合成における応用例ーその２
第５回　　官能基保護ー脱保護：天然物合成における応用例
第６回　　酸化―還元：天然物合成における応用例
第７回　　立体化学：天然物合成における考え方
第８回　　不斉合成法：天然物合成における概念と最新法
第９回　　授業内容の理解度をチェックするための中間試験
第１０回　テルペン系天然物合成における逆合成解析法と応用例ーその１
第１１回　テルペン系天然物合成における逆合成解析法と応用例ーその２
第１２回　マクロリド系天然物合成における逆合成解析法と応用例
第１３回　アルカロイド系天然物合成における逆合成解析法と応用例
第１４回　その他の天然物合成における逆合成解析法と応用例
第１５回　授業内容の到達度をチェックするための最終試験

達成目標（達成水準）

Ｃ－Ｃ結合形成反応、官能基変換反応、酸化・還元、保護基の化学、電子移動反応、転
位反応、反応機構等の概念修得。

授業時間外の学習 有機化学教科書の徹底理解、最先端学術論文の読破。

教科書・参考書 大学院講義・有機化学Ⅱ（野依良治ほか編）、東京化学同人

成績評価の基準と方法 解説内容、毎回行うミニテスト、並びに最終テストの成績による総合評価。



授業コード 17521 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 １学期 曜日・時限 月曜・１限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

有機量子化学特論

渡辺 茂 理学専攻　　応用理学コース

088-844-8301(ダイヤルイン) watanabe@kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的
半経験的・非経験的分子軌道法を概説し，分子の構造や化学的・物理的性質を理解す
るうえで，これら計算法の有用性と限界を解説する。

授業計画

「分子の性質とスペクトル」と「反応性と選択性」のテーマの中から課題をもうけ，分子軌
道計算プログラムMOPACを使って計算化学を実習する。
【テーマ： 分子の性質とスペクトル】
第1-1回：分子軌道計算プログラム"WinMOPAC"の基本操作について－ Z-matrixn，ダ
ミー原子の取り扱いなど －
第1-2回：構造最適化と振動解析－ 「SYMMETRY」キーワードの使い方 －
第2回：振動解析と赤外・ラマンスペクトル－ 「FORCE」キーワードの使い方
第3回：CNDO/S法による励起エネルギーの計算と紫外可視吸収スペクトル（１）－ 実行
入力ファイルの作成とプログラムの実行 －
第4回：CNDO/S法による励起エネルギーの計算と紫外可視吸収スペクトル（２）－　配置
換相互作用(CI法)について －
　　　　　－　コンピューターシュミレション上の注意点について －
第5回：中間テスト
【テーマ： 反応性と選択性】 － 有機電子論 vs フロンティア軌道理論 －
第6回：Michael反応（１）－ 遷移状態の探索： 「ＴＳ」キーワードの使い方 －
　　　　 － 振動解析による遷移状態の整理 －
第7回：Michael反応（２）－ 反応座標の計算と出力の整理 －
第8回：SN2反応－ ミニマムエネルギーパスと反応座標解析 －

第9回：Friedel-Crafts反応
第10回：Diels-Alder反応（１）－ 遷移状態の探索： 「SADDDLE」キーワードの使い方 －
第11回：Diels-Alder反応（２）  － 遷移状態探索法 －
第13回：Diels-Alder反応（３）  － 置換基効果 －
第14回：学期末試験
第15回：追試験（必要に応じて実施する）
【注】受講生の理解度や学習効果を確認して授業を進めるので，課題の変更や新しい課
題を追加する場合もある．

達成目標（達成水準）
計算機実験を通じて量子化学の基礎理論を学ぶとともに，分子の性質や反応性を理解
する実践的な計算化学的手法を身につける。

授業時間外の学習
メディアの森2F教育端末室内のパソコンにWinMOPACがインストールされている。授業
時間内に消化できなかった課題は，次回授業までに計算を行っておくこと。

教科書・参考書

分子軌道法MOPAC（平野・田辺　編，海文堂）
分子軌道法でみる有機反応（堀・田辺　編，丸善）
計算化学実験（堀・山崎　編，丸善）

成績評価の基準と方法 出席，レポート，および試験などを総合的に評価する。



授業コード 17522 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 曜日・時限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

授業コード 17523 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 ２学期 曜日・時限 月曜・２限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

配位化学特論

理学専攻　　応用理学コース

授業テーマと目的

物質変換科学講座の学生を主対象とする。以下の項目について配位立体化学の立場
から解説する。①配位多面体および特徴的な配位子、②錯体合成の基礎、③各種測定
機器の錯体化学への利用法、④錯体化学のバックグランドを成す理論。

授業計画

通常の講義形式で授業を行なう。
第１回　　配位数と配位多面体
第2回　　特徴的な多座配位子
第3回　　テンプレート反応とその関連配位子
第4回　　一般的な錯体合成法
第5回　　錯体合成法の比較検討
第6回　　多核錯体とクラスター錯体
第7回　　八面体錯体におけるｄ－ｄ吸収体の分列
第8回　　分光化学系列，可視・紫外吸収スペクトル
第9回　　反磁性錯体におけるＮＭＲの利用，Ｈ－ＮＭＲ，Ｃ－ＮＭＲ
第10回　金属錯体の他核ＮＭＲ
第11回　配位子上のＨ－Ｄ交換反応(重水中)
第12回　光学活性錯体と円二色性スペクトル
第13回　配座幾何異性，配座光学異性，配座ジアステレオ異性
第14回　錯体におけるクロマトグラフィーの利用法，光学分割
第15回　テスト

達成目標（達成水準） 各種分野へ錯体化学的知見を応用する能力を身につける。

授業時間外の学習
それぞれの院生の研究専門分野内で、錯体化学を応用した研究の事例を調査し、各自
の研究に応用する手立てを考える。

教科書・参考書 なし。

成績評価の基準と方法 提出されたレポートと出席状況を勘案して総合的に判断する。

溶液反応化学特論

北條　正司 理学専攻　　応用理学コース

8306 mhojo@kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

溶液内平衡の重要な問題を最近の理論に基いて取り扱い，明解かつ定量的な概念を修
得すること。

授業計画

1.　本授業の目的，到達度
2.　活量の概念の応用
3.　酸塩基平衡
4.　多塩基酸および多酸塩基
5.　酸混合溶液
6.　酸塩基滴定
7.　滴定誤差と緩衝指数
8.　金属錯体平衡（1）
9.　金属錯体平衡（2）
10.　錯化滴定（1）
11.　錯化滴定（2）
12.　錯化滴定（3）
13.　最新の溶液反応化学の動向（1）
14.　最新の溶液反応化学の動向（2）
15.　期末試験

達成目標（達成水準） 溶液内の複雑な平衡反応を取り扱うことができるようになること。

授業時間外の学習 演習問題の解答。

教科書・参考書 H. Freiser, Q. Fernando著藤永太一郎，関戸栄一訳　「イオン平衡̶分析化学における̶」

成績評価の基準と方法 演習問題の解答，出席等



授業コード 17524 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 １学期 曜日・時限 木曜・３限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

授業コード 17525 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 ２学期 曜日・時限 火曜・２限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

有機物性化学特論

藤山 亮治・金野大助 理学専攻　　応用理学コース

8300 fujiyama@kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

学部の有機化学で学んだ化学反応について、反応機構の研究という立場から、実験か
ら得られる結果に基づいた考え方を中心に学び、直面した研究に応用することを目指
す。また、直線自由エネルギー関係則の反応機構への応用について学ぶ。

授業計画

有機反応機構研究の立場から次の内容を中心に議論してもらいながら講義する。また、
論文講読においては、反応機構関連の論文を読み、発表してもらう。
１．有機電子論の復習（形式電荷、共鳴構造式など）
２．有機電子論の復習（電子の動きに基づいた反応機構の表し方）
３．有機反応機構とその研究法Ｉ（生成物の決定、立体化学、同位体標識）
４．有機反応機構とその研究法II（交差実験、反応中間体など）
５．反応のエネルギーと反応速度（簡単な反応速度式の解析法）
６．反応のエネルギーと反応速度（活性化パラメーター）
７．溶媒効果（溶媒の分類、溶媒パラメーター）
８．溶媒効果（反応機構に関連して）
９．置換基効果（Hammett則、置換基定数の多様性）
１０．置換基効果（反応機構に関連して）
１１．反応速度同位体効果（遷移状態構造の推定）
１２．論文講読
１３．分子軌道法の反応機構への応用（最適化構造、振動計算）
１４．分子軌道法の反応機構への応用（遷移状態構造の探索）
１５．論文講読

達成目標（達成水準） 反応機構の論文を読み、その妥当性を議論できるようになる。

授業時間外の学習 有機化学の教科書を反応機構の立場で復習する、および学術論文の読む。

教科書・参考書
有機反応論　奥山格・山高博（朝倉書店）を中心に使うが、大学院講義有機化学I（東京
化学同人）など、大学院対象の有機化学の本を参考にすることを望む。

成績評価の基準と方法 出席、課されたレポートの内容及び討論の内容で評価する。

機能材料化学特論

吉田勝平 理学専攻　　応用理学コース

8296 kyoshida@kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

前半では、有機光機能材料の理解に必要な基礎知識について講義する。後半では、各
自が調査した講義に関連する最新の文献を紹介し合い討論する。最先端のトピックスに
触れることで、新しい技術や応用展開の仕方を学ぶ。

授業計画

１．講義の概要:　有機光機能材料について
２．理解のための基礎知識（1）：物質の重層性と機能の発現
３．理解のための基礎知識（２）：原子･分子の結合様式と分子間相互作用
４．理解のための基礎知識（３）：π系有機分子の基本物性と機能１
５．理解のための基礎知識（４）：π系有機分子の基本物性と機能２
６．理解のための基礎知識（５）：光と分子の相互作用１
７．理解のための基礎知識（６）：光と分子の相互作用２
８．機能と応用の具体例（１）：分子配向と光機能
９．機能と応用の具体例（２）：光機能デバイス材料1
10．機能と応用の具体例（３）：光機能デバイス材料2
11, 機能と応用の具体例（４）：環境クロミズム色素
12. 機能と応用の具体例（５）：色素レセプター
13．最先端トピックスの紹介と討論1：（論文紹介、質疑討論）
14．最先端トピックスの紹介と討論2：（論文紹介、質疑討論）
15．最先端トピックスの紹介と討論3：（論文紹介、質疑討論）

達成目標（達成水準）
1) 光機能分子の構造と物性・機能の相関性に関する基礎知識を修得する。2) 材料開発の考え方を身につける。

授業時間外の学習 関連する本や論文を読む。

教科書・参考書 主にプリントを使用、参考書は随時紹介する。

成績評価の基準と方法 出席状況、レポート、発表の結果で評価する。



授業コード 17526 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 曜日・時限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

授業コード 17527 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 1学期 曜日・時限 火曜・３限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

有機反応化学特論

理学専攻　　応用理学コース

授業テーマと目的

有機金属錯体の多様な構造と反応性を講義する。有機合成化学の観点から炭素ー水
素結合ならびに炭素ー炭素結合の特異的な反応を詳細に検討し、特に有機遷移金属錯
体の種類による反応性違いを学ぶ。さらにそれらの応用として不斉合成反応を概観す
る。

授業計画

1  Organotransition Metal: Introduction
2  Organotransition Metal: Scope and Bonding
3  Organotransition Metal: Literature
4  Co-ligands in Organotransition Metal
5  Innocent Co-ligands
6  Hydride Co-ligands
7  Coordination Modes for Carbon Monoxide
8  Characterization of Metal Carbonyls
9  Organyls
10  Metal-Carbon Multiple Bonding
11  Coodination of C-C Multiple Bonding
12  Carbocyclic Polyene Ligands
13  Catalytic Asymmetric Reaction: Reduction
14  Catalytic Asymmetric Reaction: Oxidation
15  Catalytic Asymmetric Reaction: Aldol Reaction

達成目標（達成水準） 各自の当該分野における有機合成反応への有機金属触媒の適用企画能力の向上を目
指す。

授業時間外の学習 テーマ分担による課題学術論文の読破。

教科書・参考書 特になし。

成績評価の基準と方法 出席状況。課題に対する文献リサーチと新しい反応の提案について評価する。

電気化学特論

上田　忠治 理学専攻　　応用理学コース

8299 chuji@kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

サイクリックボルタンメトリー等の各種電気化学分析法の原理，測定法および解析方法
を講義する。加えて，有機溶媒の性質や酸化還元に及ぼす有機溶媒の効果についても
説明する。さらに，電気化学に関する最新の文献を読んで，その文献に関するプレゼン
テーションを行うことによって，電気化学に関連する知識を深める。

授業計画

１．講義の概要説明
２．電気化学の原理（１）
３．電気化学の原理（２）
４．電気化学測定法（１）
５．電気化学測定法（２）
６．ボルタモグラムの解析方法（１）
７．ボルタモグラムの解析方法（２）
８．有機溶媒の性質および分類（１）
９．有機溶媒の性質および分類（２）
１０．酸化還元に及ぼす有機溶媒の効果（１）
１１．酸化還元に及ぼす有機溶媒の効果（２）
１２．酸化還元に及ぼす有機溶媒の効果（３）
１３．プレゼンテーション（説明＋質疑応答）（１）
１４．プレゼンテーション（説明＋質疑応答）（２）
１５．プレゼンテーション（説明＋質疑応答）（３）

達成目標（達成水準）

電気化学の原理を理解し，ボルタモグラムの解析方法および実際の測定法を習得する。
さらに，有機溶媒の性質についても学習し，電気化学的酸化還元におよぼす有機溶媒
の効果について理解する。

授業時間外の学習 電気化学に関する教科書や論文を読む。

教科書・参考書
参考書：「ベーシック電気化学」大堺利行，加納健司，桑畑進著，化学同人
「非水溶液の電気化学」，伊豆津公佑　著，培風館

成績評価の基準と方法 出席とプレゼンテーションおよび質疑応答を総合的に評価する



授業コード 17528 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 ２学期 曜日・時限 月曜・３限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

授業コード 17529 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 ２学期 曜日・時限 木曜・３限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

錯体化学特論

米村俊昭 理学専攻　　応用理学コース

8304 yonemura@kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

生物無機化学は，金属酵素の活性中心などのように生体内で重要な働きをする金属に
ついて，金属の電子状態・構造およびその機能を解明しようとする分野である。本講義で
は，生物無機化学を学習するにあたっての基本事項および金属酵素・金属含有タンパク
質の活性中心の構造と機能に関して錯体化学および生物化学的見地から講義を行う。

授業計画

第１回　生物無機化学とは。
第２回　生物無機化学の概観
第３回　生物無機化学における基礎概念(必須元素と役割)
第４回　生物無機化学における錯体化学の原理（１）
第５回　生物無機化学における錯体化学の原理（２）
第６回　金属酵素の機能（１）
第７回　金属酵素の機能（２）
第８回　電子伝達タンパク質（１）
第９回　電子伝達タンパク質（２）
第10回　酸素の運搬と活性化（１）
第11回　酸素の運搬と活性化（２）
第12回　金属イオンの輸送と貯蔵（１）
第13回　金属イオンの輸送と貯蔵（２）
第14回　生物無機化学における物理学的手法
第15回　まとめ

達成目標（達成水準）
生物無機化学の立場から錯体化学の理解を深める。また，モデル錯体により得られた
酵素の化学的挙動について理解することを目標とする。

授業時間外の学習 プリント（英語）の予習。

教科書・参考書 特になし。プリントを配布する。

成績評価の基準と方法 授業中における発表とレポートの内容で評価する。

水熱化学特論

柳澤和道 理学専攻　　応用理学コース

8352 yanagi@kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

超臨界状態を含めた高温高圧下の水が関与する様々な水熱反応に関して議論する。水
熱反応の基本的な特性を理解すると同時に，機能性セラミックス合成，廃棄物の処理や
有効利用などに関しての応用例から，環境調和型プロセスとしての水熱反応を理解す
る。

授業計画

水熱反応の基本的特性を概説する。水熱反応の利用例として，セラミックス粉末の合
成，単結晶育成，焼結体の作製，放射性廃棄物の固定化，有機系有害物質の分解，産
業廃棄物の処理処分と有効利用など具体的な研究例を紹介する。各個人の研究テーマ
や興味と，水熱反応との関わりについて議論する。
（１）　高温高圧下の水の性質（授業内容の紹介を含む）
（２）　水熱法によるセラミックス粉末の特徴
（３）　形状制御粉末の合成方法
（４）　生体材料とMg固溶水酸アパタイトの合成
（５）　水熱法による単結晶育成の原理
（６）　水熱法によるカルサイト単結晶の育成
（７）　水熱条件下でのイオン交換反応によるアパタイト単結晶の合成
（８）　水熱ホットプレス法の原理
（９）　水熱ホットプレス法によるガラス固化体の作製
（１０）　水熱ホットプレス法による多孔体の作製
（１１）　廃棄物の処理処分の重要性と問題点
（１２）　水熱法を利用した有機廃棄物の処理処分
（１３）　水熱法を利用した無機廃棄物の処理処分
（１４）　水熱反応を利用した放射性廃棄物の固定化
（１５）　研究テーマと水熱反応とのかかわりに関する学生の発表

達成目標（達成水準）
環境調和型プロセスの重要性を認識し，水熱反応を応用するなどの手段による現在工
業的に使用されているプロセスを改良しようとする意欲を形成する。

授業時間外の学習 水熱反応関連の学術論文の読破。

教科書・参考書 文献や参考書をその都度紹介する。

成績評価の基準と方法 討論の内容とレポートの内容で評価する。



授業コード 17530 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 １学期 曜日・時限 月曜・５限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

授業コード 17531 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 １学期 曜日・時限 火曜・２限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

無機合成化学特論

梶芳　浩二 理学専攻　　応用理学コース

8351 kajiyosh@kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

無機結晶の物性を設計し合成するためには、まず結晶物性の異方性を理解する必要が
ある。本講義では、結晶点群，結晶の電磁気的・光学的・熱的・弾性的な諸物性を記述
するためのテンソル表現について講義する。

授業計画

1. 結晶構造の規則性の特徴
2. 結晶のステレオ投影
3. 結晶の対称性 － 結晶点群
4. 結晶の物性とそのテンソル表現
5. テンソルと座標変換
6. 極性二階対称テンソルの幾何学的表現
7. 極性二階対称テンソルと32点群
8. 極性二階対称テンソルとしての結晶物性
9. 結晶の光学的性質の分類と光学的一軸性結晶
10. 極性三階テンソルと軸性三階対称テンソル
11. 二次近似によって導き出される物性
12. 極性三階テンソルと32点群
13. 極性三階テンソルの代表的な物性 － 圧電現象
14. 圧電現象の熱物理学的考察
15. 具体的な結晶の極性三階テンソル

達成目標（達成水準）
結晶構造の対称性とその表現方法を理解すること。種々の結晶物性のテンソル表現を
理解すること。

授業時間外の学習 参考書およびその中で引用されている文献の学習。

教科書・参考書

1. 牧野和孝, エレクトロセラミクス結晶物理工学, 日刊工業新聞社 (1993), ISBN
4526032751.
2. J. F. Nye, Physical Properties of Crystals, Oxford Univ. Press (1985), ISBN
0198511655

成績評価の基準と方法 出席およびレポートで評価する。

水圏環境化学特論

岡村慶 海洋コア総合研究センター

6721 okamurak@kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

降雨、河川、海洋といった水圏に関わる環境化学に関して、物質の移動、収支、循環と
いった観点から理解する。

授業計画

1.イントロダクション：水圏環境化学の現状
2.宇宙の元素存在比
3.地球の元素存在比
4.大気・水圏・地圏の分類
5.大気の循環：コリオリ力と吹送流
6.海洋表層の循環
7.渦度の保存
8.海洋表層の元素分布
9.海洋大循環
10.熱塩循環
1１.水塊分布と元素分布
12..大気の循環
13.水圏大気圏間での物質循環様式
14.水圏地圏間での物資循環様式・期末レポート
15.期末レポート解説

達成目標（達成水準）
降雨、河川、海洋といった水圏に関わる環境化学に関して、物質の移動、収支、循環と
いった観点から理解できること。

授業時間外の学習 関連する本や論文を読む

教科書・参考書 主にプリントを使用

成績評価の基準と方法 出席状況、レポート、発表の結果で評価する



授業コード 17532 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 １学期 曜日・時限 月曜・３限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

授業コード 17534 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 集中 曜日・時限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

触媒化学特論

恩田歩武 理学専攻　　応用理学コース

8353  onda@kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

触媒化学は，特定の化学反応を促進する物質である触媒の働きを解明しようとする分野
である。本講義では，触媒化学の基礎について固体触媒（不均一系触媒）を中心に講義
する。

授業計画

１．触媒化学とはなにか．
２．触媒の歴史と役割１．
３．触媒の歴史と役割２．
４．触媒化学の基礎：固体触媒の表面．
５．触媒化学の基礎：固体触媒の電子状態．
６．触媒化学の基礎：吸着．
７．触媒化学の基礎：触媒反応の素過程．
８．触媒化学の基礎：反応速度論．
９　触媒反応と速度論
１０、触媒反応場の構造と物性：金属酸化物触媒
１１．触媒反応場の構造と物性：金属触媒
１２、触媒反応機構
１３．環境・エネルギー関連触媒：自動車触媒
１４．環境・エネルギー関連触媒：光触媒
１５．環境・エネルギー関連触媒：水熱条件下での触媒作用
＊後半の授業に、学生のプレゼンテーションおよび質疑応答を行う。プレゼンテーション
を行う授業の回数は、学生数による。

達成目標（達成水準）
触媒作用を科学的に理解することを目標とする。さらに，様々な固体物質について特異
な触媒作用と物性および形状との関係に対する理解を深める。

授業時間外の学習 触媒に関係する教科書や論文を読む。

教科書・参考書
１．「触媒化学」（上松敬禧他著　朝倉書店）を中心に行う。
２．その他に「触媒化学」慶伊富長編書　東京化学同人、「触媒の科学」田中虔一，田丸
謙二著 産業図書

成績評価の基準と方法 出席、レポート、プレゼンテーション時における発表・質疑応答などを総合的に評価す
る。

応用化学特論

理学専攻　応用理学コース

8306

授業テーマと目的
化学及び応用化学の最初の研究成果を講義し、化学及び応用化学に対する理解を深
めることを目的とする。

授業計画

化学及び応用化学全般に渡った広い知識を身につけるための教材を用意し講義すると
共に、必要に応じ演習をまじえる。
１．本授業の目的
２．錯体化学の新展開
３．最新の分析化学と溶液化学
４．最新の電気分析化学
５．天然物有機合成化学の新展開（1）
６．天延物有機合成化学の新展開（2）
７．金属有機化合物の新展開(１)
８．金属有機化合物の新展開（2）
９．有機物理化学の動向(１)
１０．有機物理化学の動向（2）
１１．最新の材料科学（1）
１２．最新の材料科学（2）
１３．最新のイオンセンサーの開発（1）
１４．最新のイオンセンサーの開発（2）
１５．まとめと討論

達成目標（達成水準） 化学及び応用化学全般に渡る広い知識と応用力を身に付ける。

授業時間外の学習 授業に関連する事項についての調査を行う。

教科書・参考書 授業中に紹介する。

成績評価の基準と方法 出席、小テスト、レポートにより評価する。



授業コード 17540 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 １学期 曜日・時限 木曜・３限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

授業コード 17541 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 ２学期 曜日・時限 月曜・２限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

生化学特論I

鈴木　知彦 理学専攻　応用理学コース

8693 suzuki@kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

主に，生化学分野の酵素反応速度論（一基質及びニ基質反応）の解法を学ぶとともに，
最近のタンパク質，酵素研究，及び酵素工学の現状とトピックスを扱う．また，熱力学と
生化学的エネルギー論についても演習形式で復習し，酵素に対する理解を深める．

授業計画

集中形式で以下のテーマを講義する。
第１回　生化学と熱力学１
第２回　生化学と熱力学２
第３回　自由エネルギー変化，エントロピー変化の意味するもの
第４回　平衡反応と酵素
第５回　ミカエリスメンテン型酵素反応の復習
第６回　二基質酵素反応の速度論的解法１
第７回　二基質酵素反応の速度論的解法２
第８回　パラメータKm，Kd，kcatの意味
第９回　基質阻害
第10回　パソコンを用いた酵素反応の解析
第11回　酵素工学の現状１
第12回　酵素工学の現状２
第13回　最近の酵素反応のトピックス１
第14回　最近の酵素反応のトピックス２
第15回　課題研究（レポート）

達成目標（達成水準） 酵素反応を理解するとともに，酵素の構造との関連性を理解する．

授業時間外の学習 酵素に関する学術論文の読解．

教科書・参考書 特になし．

成績評価の基準と方法 出席とレポートの内容で評価する．

生化学特論II

湯浅　創 理学専攻　応用理学コース

8690 julie@kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的
学術論文や、個々の院生が日常的に行っている実験における生化学的な背景、意味合
いを議論、特に分光的解析法の原理・実際について詳しく解説する。

授業計画

最初に分光測光の基礎について簡単な演習問題をこなしつつ理解する。次いで学術論
文における酵素活性測定のデータを用いて，酵素活性測定の原理を概説する。その際，
特に通常論文に記載されることはないが，当該分野では常識となっているような点につ
いて解説する。最後に実際の酵素測定の素データから，酵素パラメーターを算出，見落
としやすい「落とし穴」について解説する。
１回目：ガイダンス
２回目：生化学の復習（1）（分光学，酵素反応速度論）
３回目：生化学の復習（２）（タンパク質・酵素の取り扱い）
４回目：生化学問題演習
５回目：論文１輪読（1）
６回目：論文１輪読（2）
７回目：論文１解説
８回目：論文２輪読（1）
９回目：論文２輪読（2）
10回目；論文２解説
11回目：論文３輪読（1）
12回目：論文３輪読（2）
13回目：論文３解説
14回目：酵素反応の落とし穴
15回目：総括

達成目標（達成水準） 生化学を単なる知識としてでなく、日常の実験に生きた形として導入できることを目標と
する。

授業時間外の学習 学術論文の読破。

教科書・参考書 特になし。

成績評価の基準と方法 討論の内容とレポートの内容で評価する。



授業コード 17542 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 ２学期 曜日・時限 月曜・４限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

授業コード 17543 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 １学期 曜日・時限 月曜・３限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

生物化学特論

宇田　幸司 理学専攻　応用理学コース

8488 k-uda@kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

生命現象を化学的な側面から解明する方法について講義を行い，タンパク質の構造や
機能，そしてその進化について学ぶ．また，コンピューターを利用した最新の解析手法に
ついても解説する．

授業計画

集中形式で実施する．
第１回　バイオインフォマティクスの概要
第２回　タンパク質の構造と機能
第３回　ゲノム解読
第４回　遺伝子予測と遺伝子調節
第５回　遺伝子情報データベース
第６回　論文１輪読（1）
第７回　論文１輪読（2）
第８回　論文１輪読（3）
第９回　論文１解説
第１０回　論文2輪読（1）
第１１回　論文2輪読（2）
第１２回　論文2輪読（3）
第１３回　論文2解説
第１４回　演習
第１５回　試験とその解説

達成目標（達成水準） コンピューターを用いた様々な解析が行えるとともに，その原理について理解する．

授業時間外の学習 学術論文の読破．

教科書・参考書 特になし．

成績評価の基準と方法 討論の内容とレポートの内容で評価する．

遺伝子科学特論

川村 和夫 理学専攻　応用理学コース

8696 kazuk@kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

動物の生殖に伴うゲノム構造の変化とリセット、発生や再生を進めるマスター遺伝子の
発現と下流遺伝子の発現制御機構、胚や培養細胞への遺伝子導入による遺伝子機能
の解析、細胞分化の安定性と可逆性などについて議論する。

授業計画

1.体細胞と生殖細胞　史的考察，
2.体細胞と生殖細胞　細胞オルガネラ，
3.体細胞と生殖細胞　細胞質因子，
4.分裂と寿命　体細胞分裂，
5.分裂と寿命　減数分裂，
6.分裂と寿命　MAPKと細胞寿命，
7.分裂と寿命　ヘイフリックの法則，
8.生殖と寿命　生殖腺刺激ホルモンと細胞寿命，
9.生殖と寿命　ステロイドホルモンと細胞寿命，
10.幹細胞と寿命　全能性幹細胞，
11.幹細胞と寿命　組織幹細胞，
12.幹細胞と寿命　未分化性維持因子，
13.寿命と遺伝子　シグナル伝達因子，
14.寿命と遺伝子　転写因子，
15.まとめ
予備知識のために、学術論文1報と授業で使用するパワーポイントのレジメを事前に配
布する。講義のあと討論し、レポートを提出する。

達成目標（達成水準）
分裂限界、増殖と分化、分化と寿命といった生命の根本的事象を分子細胞生物学の立
場で議論できるようになる。

授業時間外の学習 学術論文の読破。

教科書・参考書 特になし。

成績評価の基準と方法 討論の内容とレポートの内容で評価する。



授業コード 17544 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 ２学期 曜日・時限 月曜・３限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

細胞分子工学特論

藤原 滋樹 理学専攻　応用理学コース

8317 tatataa@kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

細胞生物学，分子生物学，発生生物学などの分野は進歩が速く，それ故に古い研究の
積み重ねに対して敬意を払わない人が多い。地に足を着けて新しい研究を展開させるた
めに，基盤的な知識をしっかりと身につける必要がある。しかしながら，基礎を徹底的に
学ぶことは，専門分野の定まっていない学部学生にとっては退屈で，モチベーションを持
てない。そのような授業は，よほど明確な目的意識を持っていない限り，学部学生には
不可能である。そこで，専門分野を決めた大学院生を対象にして，内容の充実した教科
書（洋書）を熟読する授業を行う。この授業を通じて，学生は教科書のおよそ 500 ページ
を輪読し，内容について議論・理解したうえで，用語集をまとめる。その過程で，日本語と
同じように英語を読めるようになるまで，英語に馴れることを目指す。

授業計画

Scott F. Gilbert 著の 「Developmental Biology」 を読む。毎回，1 人が 1 章を担当し，1
時間以内で内容をまとめる。その中で，重要な専門用語をいくつか選び，解説を行う。後
半 30 分では，質疑応答の形式をとって，内容についてディスカッションを行う。
第１回： ガイダンス ＋ 第 1 章（The anatomical tradition）
第２回： 第 2 章（LIfe cycles and the evolution of developmental patterns）
第３回： 第 3 章（Principles of experimental embryology）
第４回： 第 4 章（The genetic code of development）
第５回： 第 5 章（The paradigm of differential gene expression）
第６回： 第 6 章（Cell-cell communication in development）
第７回： 第 7 章（Fertilization: Beginning a new organism）
第８回： 第 8 章（Early development in selected invertebrates）
第９回： 第 9 章（The genetics of axis specification in Drosophila）
第１０回： 第 10 章（Early development and axis formation in amphibians）
第１１回： 第 11 章（The early development of vertebrates: Fish, birds, and mammals）
第１２回： 第 12 章（The emergence of the ectoderm: The central nervous system and
the epidermis）
第１３回： 第 13 章（Neural crest cells and axonal specificity）
第１４回： 第 14 章（Paraxial and intermediate mesoderm）
第１５回： 第 15 章（Lateral plate mesoderm and endoderm）

達成目標（達成水準）
教科書（洋書）を苦労せずに読めるようになること。英語の専門用語を理解して記憶し，
自分の研究の中で使えるようになること。

授業時間外の学習
担当する章の熟読，レジュメおよびプレゼン資料（PowerPoint）の作成，専門用語集の作
成。他の受講生が担当する章の熟読，疑問点＝質問項目のリストアップ

教科書・参考書
Scott F. Gilbert 著の 「Developmental Biology」 Seventh edition (既に eighth edition が
発売されているので，そちらに変更する可能性あり)

成績評価の基準と方法
各自の担当分のレジュメ，PowerPoint 資料，プレゼン，専門用語集の出来，ディスカッ
ションでの発言の回数と質で評価する。



授業コード 17545 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 ２学期 曜日・時限 金曜・２限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

発生生物学特論

砂長　毅 理学専攻　応用理学コース

8313 suna@kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

現代の発生生物学において、めざましい速度で発展を続ける、幹細胞あるいは生殖細
胞研究について解説する。基礎的な知識を身につけた上で、最新の研究成果を理解す
るための方法論、論理的な思考を身につける。

授業計画

　集中形式で行う。　（1）～（11）は講義形式とする。
（1）生殖細胞研究のポイントと研究史
（2）生殖系列の前成的および後成的選択機構
（3）生殖幹細胞の形成と維持機構
（4）配偶子形成の制御機構
（5）生殖細胞における全能性の獲得と維持機構
（6）幹細胞システム研究のポイントと研究史
（7）後生動物の幹細胞システムと再生1
（8）後生動物の幹細胞システムと再生2
（9）ES細胞
（10）分化全能性の獲得とリプログラミング
（11）再生医療・生殖工学の現状と展開
（12）～（15）は演習形式とする。事前に課題となる論文を配布する。
（12）論文の輪読および内容に対する解説1
（13）論文の輪読および内容に対する解説2
（14）課題論文に関するテーマを数題提起し、受講生によるディスカッション1
（15）受講生によるディスカッション2

達成目標（達成水準）
めざましい発展を続ける生命科学は、我々の生活に深く関係している。本講義を通して
科学的、論理的思考能力の向上を目指すとともに、生命科学の現状を知る。

授業時間外の学習 学術論文の熟読に努めること。

教科書・参考書 特に定めない。

成績評価の基準と方法 レポートの内容および授業への取り組み方から評価する。



授業コード 17546 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 １学期 曜日・時限 月曜・４限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

生体機能物質化学特論

市川　善康 理学専攻　応用理学コース

8292 ichikawa@.kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

天然物合成，分子設計、合成計画の立案、重要な鍵反応についての基礎的な知識を学
ぶ。有機電子論と反応速度論を中心とした内容を予定している。演習問題を解きながら
理解を深化する。

授業計画

（1）　有機電子論（Arrow-Pushing Mechanism）に関して演習を行う。反応中間体である
アニオン，カチオン，ラジカルを想定し，生成・開裂する結合のエネルギーを考慮して反
応経路を考える。対象とする物質はテルペン。
（2）　有機電子論（Arrow-Pushing Mechanism）に関して演習を行う。反応活性種である
アニオン，カチオン，ラジカルの安定性と，生成・開裂する結合のエネルギーを考慮して
反応経路を考える。対象とする物質はテルペン。
（3）　有機電子論（に関して演習を行う。Diels-Alder反応などを取り上げる。
（4）　有機電子論（に関して演習を行う。カルバニオンの反応などを取り上げる。
（5）　有機電子論（に関して演習を行う。カルボカチオンの転位反応などを取り上げる。
（6）　有機電子論（に関して演習を行う。カルボニル化合物の反応などを取り上げる。
（7）　反応速度論の基礎理論の解説を行う。　反応速度の温度依存性に関する実験的な
研究より，経験的に誘導されたアレニウスの反応速度式を中心として，式の誘導，活性
化エネルギー，頻度因子について詳説する。
（8）　アイリングによって提唱された遷移状態理論に基づく反応速度論の解説を行う。式
の理論的な面，あるいは式の誘導ではなく，アイリングの反応速度をまず認め，どのよう
にして実際に活性化エンタルピーと活性化エントロピーを算出するのか，について解説
する。
（9）　遷移状態理論で扱われている活性化エンタルピー，活性化エントロピーについて，
事例を挙げて詳説する。
（10）　生体内において重要な役割を果たしているリン酸エステルの加水分解反応につい
て取り上げる。温度を変化させて測定したリン酸エステルの加水分解反応のデーターを
取り上げ，活性化エネルギーと頻度因子を計算して求める演習を行う。
（11）　リン酸エステルの加水分解反応の反応速度より，反応機構を推定する。さらにＤＮ
ＡとＲＮＡのリン酸エステルの加水分解反応について考察する。
（12）　古典的な研究として著名な，Mislowによって報告された「光学活性なスルホキシド
のラセミ化に関する反応速度」を対象として解説する。　Mislowの実験データーを取り上
げ，活性化エンタルピー，活性化エントロピーを計算して求める演習を行う。
（13）　Mislowの実験データーから計算された活性化エンタルピーと活性化エントロピーを
評価して，pyramidal inversion mechanism と hemolytic scission-recombination
mechanism　について解説する。
（14）　Mislowの実験データーから計算された活性化エンタルピーと活性化エントロピーを
評価して，「２，３」 sigmatropic mechanism　について解説する。
（15）　競争的反応と不安定な化合物の半減期に関して，事例を挙げて活性化エンタル

達成目標（達成水準） 分子量が300程度の天然物について、合成計画が立案できる能力開発を目指す。

授業時間外の学習 演習問題を課す予定。

教科書・参考書
「演習で学ぶ有機反応機構」，科学同人，有機合成化学協会。「ウオーレン有機化学
上」「ウオーレン有機化学　下」　東京化学同人

成績評価の基準と方法 討論とレポートの内容，出席回数で評価する。



授業コード 17547 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 ２学期 曜日・時限 火曜・３限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

授業コード 17548 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 １学期 曜日・時限 水曜・１限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

生物有機分子工学特論

中野　啓二 理学専攻　応用理学コース

8281 nakanok@kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

天然物，生理活性物質合成に有用な有機化学反応について、反応解析法・反応機構を
中心として議論・解説する。

授業計画

1回目. 量論反応と触媒反応
2回目. 有機金属化学の基礎
3回目. 有機金属化合物の反応
4回目. 有機金属錯体触媒の基礎
5回目. 有機金属錯体触媒反応（酸化反応）
6回目. 有機金属錯体触媒反応（還元反応）
7回目. 有機金属錯体触媒反応（炭素̶炭素結合形成反応）
8回目. 有機金属錯体触媒反応（不斉反応）
9回目. ルイス酸触媒反応
10回目. 求核触媒反応
11回目. 反応機構解析の基礎
12回目. 反応機構解析（速度論パラメータ）
13回目. 反応機構解析（中間体の捕捉）
14回目. 反応機構解析（同位体効果）
15回目. 反応機構解析（計算科学）

達成目標（達成水準） 　生体機能分子が関与する生体内の反応について、分子レベルで理解できることを目指
す。

授業時間外の学習 学術論文の読破。

教科書・参考書 特になし。

成績評価の基準と方法 授業中の討論とレポートの内容で評価する。

天然有機分子特論

津田　正史 海洋コア総合研究センター

088-864-6720 mtsuda@kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

有用天然分子に関する最新の構造解析手法について論じる。

授業計画

1週目：講義ガイダンス
2週目：有用天然分子の構造解析に必要な核磁気共鳴の概説
3週目：有用天然分子の構造解析に必要な核磁気共鳴の概説
4週目：有用天然分子の構造解析に必要な核磁気共鳴の概説
5週目：有用天然分子の構造解析に必要な質量分析法の概説
6週目：有用天然分子の構造解析に必要な質量分析法の概説
7週目：有用天然分子の構造解析に関連する英語論文紹介・発表
8週目：有用天然分子の構造解析に関連する英語論文紹介・発表
9週目：有用天然分子の構造解析に関連する英語論文紹介・発表
10週目：有用天然分子の構造解析に関連する英語論文紹介・発表
11週目：有用天然分子の三次元構造解析法
12週目：有用天然分子の三次元構造解析法
13週目：有用天然分子の三次元構造解析法
14週目：有用天然分子の三次元構造解析法
15週目：電子励起あるいは振動励起円二色性スペクトルによる絶対立体配置決定法に
関して解説

達成目標（達成水準）
有機化合物の構造解析手法を習熟する。特にNMRを用いて、3次元構造の解析を目指
す。

授業時間外の学習 関連する文献等の情報収集

教科書・参考書 特になし

成績評価の基準と方法 文献の詳読発表や与えられた課題に対する質疑応答の内容を総合的に評価する。



授業コード 17550 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 集中 曜日・時限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

授業コード 17557 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 ２学期 曜日・時限 木曜・３限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

海洋生命工学特論

理学専攻　応用理学コース

8317 tatataa@kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

最新の研究成果を紹介し，その意義や問題点，今後の課題などについて議論する。分
子生物学，遺伝子工学，細胞工学，発生工学，天然物化学，有機合成化学の各分野の
うちどれか一つを取り上げて，その分野の最新の成果を紹介し，その意義や問題点，今
後の課題などについて講義を行う。授業内容について考察・議論をさせ，それをレポート
に書かせる。講義の中では，研究の成果のみではなく，特に重要な戦略や手法について
も詳しく解説する。また，各回の講義ごとに，受講生全員でのディスカッションを行って問
題点を浮き彫りにしてから次回の講義に進む。

授業計画

第１回： 歴史的背景の説明（1）（これまでにわかっていること）
第２回： 歴史的背景の説明（2）（これまでにわかっていること）
第３回： 歴史的背景の説明（3）（わかっていなかったこと）
第４回： 研究の課題とそれに対するアプローチ
第５回： 研究の戦略と手法（1）
第６回： 研究の戦略と手法（2）
第７回： 研究の戦略と手法（3）
第８回： 研究成果の解説（1）
第９回： 研究成果の解説（2）
第１０回： 研究成果の解説（3）
第１１回： 研究成果の解説（4）
第１２回： 研究成果のもつ学術的意義
第１３回： 研究成果の問題点，解決すべき課題
第１４回： 研究成果の発展性，今後の展望
第１５回： 関連分野の研究の現状

達成目標（達成水準）
最新の研究に触れ，これを理解して消化し，自分の使える知識にすること。学会などで，
最先端の研究発表を聴いて，これに対して重要な質問やコメントができるようになるこ
と。

授業時間外の学習
学術論文の多読。主体的に研究を行い，学会などで積極的に議論に参加することが，こ
の授業の時間外学習となる。

教科書・参考書 特になし。 PowerPoint 等を使用する。必要に応じてプリント資料を配布する。

成績評価の基準と方法 出席とレポートの内容で評価する。

乱流物理学特論

佐々 浩司 理学専攻　応用理学コース

8491 sassa@kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

乱流の特性とその評価・解析方法について修得する。

授業計画

1　  乱流とは
2　  乱流の取り扱い
3　  乱流に関するスケールの比較
4　  等方性乱流の統計的特性1
5　  等方性乱流の統計的特性２
6 　 せん断乱流の統計的特性
7  　統計解析からパターン認識へ
8　  せん断乱流の組織構造
9  　乱流の微細構造
10　大気現象における不規則現象
11　微気象における乱流現象
12　突風の乱流構造
13　乱流現象の計測方法
14　乱流現象の解析方法
15　乱流のモデリング

達成目標（達成水準）
乱流を主とした流れ現象全般の把握。統計解析の考え方やパターン認識を応用した気
象、風環境などに関する計測・解析能力。

授業時間外の学習 テキスト及び学術論文の読破。学会研究会等への参加。

教科書・参考書 First course in turbulence

成績評価の基準と方法 レポートの内容で評価する。



授業コード 17558 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 １学期 曜日・時限 木曜・２限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

授業コード 17559 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 ２学期 曜日・時限 月曜・２限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

地球電磁気学特論

村上英記 理学専攻　応用理学コース

8328 murakami@kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

本講義は，地震・火山活動と地殻内流体の関係，そして地殻内流体を探るための地球
電磁気学的な手法(MT法と自然電位法）の基礎的な事項を理解してもらうことを目的とし
ている。地震活動や火山活動を地殻内流体の存在や移動という観点から見ることで，他
の方法では得ることのできない新しい知見を得ることができつつある。

授業計画

１．概説　－地殻内流体を探る－
２．地震活動と地殻内流体の関係
３．火山活動と地殻内流体の関係
４．地殻比抵抗探査事例（１）－地震断層と比抵抗構造－
５．地殻比抵抗探査事例（２）－火山と比抵抗構造－
６．地殻比抵抗構造を探る（１）－電気探査比抵抗法－
７．地殻比抵抗構造を探る（２）－ＭＴ法の原理・測定方法－
８．地殻比抵抗構造を探る（３）－ＭＴ法のデータ解釈－
９．地殻内流体の移動に伴う電磁場変動（１）－野島注水実験の事例－
１０．地殻内流体の移動に伴う電磁場変動（２）－火山における自然電位分布－
１１．地殻内流体の移動を探る（１）－界面動電現象：砂箱を使った実験－
１２．地殻内流体の移動を探る（２）－界面動電現象の基礎方程式－
１３．地殻内流体の移動を探る（３）－現象の解釈－
１４．演習：探査計画を立てる
１５．演習：探査計画のプレゼンテーション

達成目標（達成水準）
現在の地球電磁気学的な計測手法の原理や観測精度をふまえて論文中の記述を評価
したり議論できるようになることを目標とする。

授業時間外の学習 関連する学術論文や参考図書の調査および学習。

教科書・参考書
笠原順三・鳥海光弘・河村雄行，地震発生と水，東京大学出版会，2003
その他文献については講義時に紹介する。

成績評価の基準と方法 課題レポートの内容で評価。

地殻変動学特論

田部井　隆雄 理学専攻　応用理学コース

8288 tabei@kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

弾性体中の変位の不連続によって表される断層モデルは，地震の発生メカニズムを良く
説明するだけでなく，プレート沈み込み境界域の地殻変動のモデル化にも応用できる．こ
の講義では，断層モデルの理論的解釈，地殻変動のモデル化，地殻変動の観測手法等
を解説する．

授業計画

以下の項目を順に扱う．
01. イントロダクション
02. 断層運動の数物科学的表現
03. 断層モデルの応用：バックスリップまたはすべり欠損
04. インバージョン解析
05. GPS概論
06. GPS電波の構造と信号処理
07. GPS観測における誤差要因
08. 国際地球基準座標系
09. プレートの定義と運動モデルの構築
10. プレートの相対運動と絶対運動
11. グローバル観測網とローカル観測網
12. 測位衛星の現状と今後の見通し
13. おもな地殻変動観測成果(南海トラフ，伊豆等)
14. おもな地殻変動観測成果(北マリアナ，スマトラ，フィリピン等)
15. 地震予知を考える

達成目標（達成水準） 数物科学的思考に立ち，地学現象を定性的だけでなく定量的に理解する．

授業時間外の学習 学術論文の読破，関連するホームページの検索．

教科書・参考書 授業内で適時指摘する．

成績評価の基準と方法 毎回の討論内容と期末レポートの内容で評価する．



授業コード 17560 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 １学期 曜日・時限 金曜・４限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

授業コード 17561 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 ２学期 曜日・時限 木曜・６限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

地震地質学特論

岡村　眞 理学専攻　応用理学コース

8324 mako-ok@kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

付加対形成プロセスの理解を講義と実地研修を通じて理解する。四国には過去4億年に
わたる列島形成過程を示す付加体が露出し、それは各々の堆積年代、変成年代や変形
プロセスなど多様な情を内包する。最近の研究結果からその到達点を見極め、新たな疑
問、研究手法の新展開を考える。

授業計画

1回目：オリエンテーション（目的、授業の進め方等）
２回目：付加体の研究史と定義
３回目：四国の付加体
４回目：付加体の堆積形成年代
５回目：付加体形成における温度・圧力条件
６回目：付加体形成と変成作用
７回目：付加体形成と火成作用
８回目：白亜系付加体の同時異相堆積盆
９回目：日本列島形成における付加体形成作用の役割
１０回目：（現地巡検）四国にみられる主要付加体
１１回目：（現地巡検）四国に見られる主要付加体
１２回目：（現地巡検）四国に見られる主要付加体
１３回目：（現地巡検）白亜紀同時異相堆積体の堆積層
１４回目：（現地巡検）白亜系同時異相堆積体の堆積相
１５回目：連動型巨大南海地震のくり返し間隔

達成目標（達成水準）
個別露頭の観察と解釈、四国南北縦断ルートにおける同時異相堆積物の観察と、過去
の島弧・海溝系の復元手法の基本的理解を問いたい。

授業時間外の学習 学術論文の評価と実地研修

教科書・参考書 特になし。

成績評価の基準と方法 討論の内容とレポートの内容で評価する。

活断層探査学特論

松岡裕美 理学専攻　応用理学コース

8331 matsuoka@cc.kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

海底活断層の調査と解析に必要な基礎知識と技術を学ぶ。主に演習形式で授業を進め
る。

授業計画

集中形式で実施する。日時については、後日通知する。
１．地形図の基礎
２．位置データ処理の基礎
３．課題１
４．課題１
５．画像処理の基礎１
６．画像処理の基礎２
７．課題２
８．課題２
９．写真撮影と補正の基礎
１０．課題３
１１．課題３
１２．炭素年代測定法の基礎
１３．課題４
１４．課題４
１５．まとめ

達成目標（達成水準）
海底活断層の調査と解析に必要な基礎知識と技術の習得。

授業時間外の学習 通常の学習（論文の読破）。

教科書・参考書 特になし。

成績評価の基準と方法 レポートの内容で評価する。



授業コード 17562 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 １学期 曜日・時限 金曜・３限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

授業コード 17563 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 ２学期 曜日・時限 水曜・２限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

地盤災害評価論特論

横山俊治 理学専攻　応用理学コース

8277 yokoshun@cc.kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的
構造地質学的手法による変動斜面の抽出・安定性の評価・推移予測など斜面診断の考
え方・技術を実践的に指導する

授業計画

集中形式で実施する。日時については、後日通知する。
1回目：オリエンテーション（授業の目的・進め方）。
２回目：　ノンテクトニック構造地質学のとは何か。
３回目：ノンテクトニック構造地質学の方法・展望　２．地形図による地すべり地形判読の
ポイント。
４回目：地形図による地すべり地形判読の演習。
５回目：地形図による地すべり地形判読の演習。
６回目：空中写真による地すべり地形判読の演習。
７回目：空中写真による地すべり地形の判読の演習。
８回目：人工構造物・植生からノンテクトニックな構造を読み取るポイント。
９回目：ノンテクトニックな地質構造の事例と調査方法。
１０回目：現場での実践。
１１回目：現場での実践。
１２回目：現場での実践。
１３回目：現場での実践。
１４回目：現場での実践。
１５回目：現場での実践

達成目標（達成水準） 病んでいる斜面を見落とさない現場を診る眼を養う。

授業時間外の学習 下記の参考書等の読破による基礎知識の習得

教科書・参考書 斜面地質学、山地の地形工学、地すべりと地質学、地すべり－地形地質的認識と用語

成績評価の基準と方法 現場での討論の内容とレポートの内容で評価する。

地震テクトニクス特論

久保　篤規 理学専攻　応用理学コース

8464 akubo@kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

応力やプレートに働く力に関する考察を、従来の運動学的なデータ加えて導入すること
によって、構成則に基づいたダイナミックなプレート間およびプレート内の挙動の理解を
目指す。

授業計画

１回目：オリエンテーション（目的、授業の進め方等）
２回目：地殻の応力場とは
３回目：応力場の調べ方
４回目：地震発生と応力場の関係
５回目：世界および日本列島近傍の応力場
６回目：プレートテクトニクスの考え方
７回目：日本列島周辺の主要なプレートの種類と運動
８回目：主要なプレート運動の決定とそれからずれた運動の認識
９回目：測地学的データについて
１０回目：応力場と測地学的データが両方が得られている場合の両者の関係を認識
１１回目：ダイナミックモデル化について
１２回目： 沈み込み帯に関するモデルの紹介
１３回目：マイクロプレート周辺のモデルの紹介
１４回目：背弧拡大域に関するモデルの紹介
１５回目：衝突域に関するモデルの紹介

集中形式で実施する。日時については、初回の講義時に調整する。

達成目標（達成水準）
現在のプレートダイナミクス研究の水準を認識して、どのような研究が今後必要であるの
かを理解考えてもらう。

授業時間外の学習 関連する学術論文、参考年を使った学習

教科書・参考書

瀬野徹三, プレートテクトニクスの基礎, 1995, 朝倉書店
瀬野徹三, 続プレートテクトニクスの基礎．2001, 朝倉書店
山路敦, 理論テクトニクス入門, 2000,朝倉書店
Twiss and Moores, Structural geology, 1992, Freeman

成績評価の基準と方法 質疑応答および課題レポートによって評価する



授業コード 17565 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 １学期 曜日・時限 火曜・４限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

授業コード 17564 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 ２学期 曜日・時限 金曜・６限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

降水気象学特論

村田文絵 理学専攻　応用理学コース

8291 fumie@kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

シビアな降水現象の理解に必要な基礎知識の習得を目的とする。

授業計画

個々の積乱雲の振舞から竜巻, ダウンバーストのようなシビアな現象のメカニズムにつ
いての既存の知識を教科書の読解を通して理解する。
第1回：小さい積乱雲
第2回：マルチセル型積乱雲(1),
第3回：スーパーセル型積乱雲,
第4回：各タイプの積乱雲が起こりやすい環境場,
第5回：スーパーセル型積乱雲の力学(1),
第6回：スーパーセル型積乱雲の力学(2),
第7回：スーパーセル型積乱雲の竜巻フェーズへの遷移,
第8回：スーパーセルでない竜巻,
第9回：竜巻(1),
第10回：竜巻(2),
第11回：竜巻(3),
第12回：.ガストフロント(1),
第13回：ガストフロント(2),
第14回：ダウンバースト(1),
第15回：ダウンバースト(2)

達成目標（達成水準） 降水現象を定性的にだけでなく定量的に理解する能力を身につける。

授業時間外の学習 学術論文の読破。学会研究会等への参加。

教科書・参考書 R.A.Houze, Cloud Dynamics 8章

成績評価の基準と方法 毎回の授業態度で評価する。

応用鉱物学特論

東　正治 理学専攻　応用理学コース

8694 shigashi@cc.kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

混合層粘土鉱物の構造はX線回折法でどこまで詳しく解析できて，またどのような地質
現象の解析に応用できるか。基礎となるX線回折理論とともに代表的なイライト/スメクタ
イト系混合層鉱物を用いた実際の応用解析例を多く紹介する。

授業計画

第1回：　粘土鉱物の構造と分類
第2回：　X線回折法と粘土鉱物の同定
第3回：　混合層構造－Markov Chain
第4回：　混合層構造－Reichweite
第5回：　混合層鉱物のX線回折－柿木･小村式
第6回：　混合層鉱物のXRD計算演習Ⅰ
第7回：　混合層鉱物のXRD計算演習Ⅱ
第8回：　混合層鉱物のXRD解析法－Visual Inspection
第9回：　混合層鉱物のXRD解析法－プロファイルフィッティング
第10回：　混合層粘土鉱物の実例－雲母/スメクタイト混合層鉱物
第11回：　混合層粘土鉱物の実例－Li-トスダイト(規則混合層鉱物）
第12回：　混合層粘土鉱物の実例－K/NH4系雲母鉱物
第13回：　混合層粘土鉱物の解析法と実例－合成スメクタイト
第14回：　混合層粘土鉱物と資源探査－熱水鉱床変質帯
第15回：　混合層粘土鉱物と資源探査－続成変質帯と石油鉱床

達成目標（達成水準） X線回折データの特徴から混合層粘土鉱物の構造を細部にわたって議論する。

授業時間外の学習 重要論文を講読する。

教科書・参考書 資料類は授業時に配布し，参考書も指示する。

成績評価の基準と方法 授業への参加と取組みを評価する。



授業コード 17567 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 集中 曜日・時限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

授業コード 17573 授業題目 単位数 2

授業種別 講義
履修開始年
次

1 開講時期 2学期 曜日・時限 月曜・4限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

災害科学特論

佐々浩司 理学専攻　応用理学コース

8491, 8291
sassa@kochi-u.ac.jp;
fumie@kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的
気象災害をもたらす気象擾乱の構造と発生・発達機構を理解し、降水のもたらすメソス
ケールの気象擾乱について理解を深める。

授業計画

１．大気の鉛直構造
２．大気の安定度
３．降水物理の基礎１
４．降水物理の基礎２
５．気象現象の様々なスケール
６．メソスケールの気象現象
７．降水システムの構造（単一セル）
８．組織化した降水システムの構造
９．台風
10．竜巻とダウンバースト
11．気象擾乱の観測方法
12．レーダー観測の原理と解析
13．気象擾乱の予測方法
14．「気象災害」の考え方
15．気象災害に対する情報の活用

達成目標（達成水準）
メソスケールの気象擾乱を時間と空間スケールで整理して理解することにより、気象災
害をもたらす気象擾乱の構造と発生・発達機構について知識と身に付け、「災害」に対す
る科学的判断力を身に付けることを目的とする。

授業時間外の学習 学術論文の読破。学会研究会等への参加。

教科書・参考書
「一般気象学」（小倉義光）東京大学出版会
「豪雨・豪雪の気象学」（吉崎正憲・加藤輝之）朝倉書店

成績評価の基準と方法 出席及び集中講義中に出すレポートで評価する。

付加体物性科学特論

橋本善孝 理学専攻　応用理学コース

8318 hassy@cc.kochi-u.ac.jp

授業テーマと目的

付加体堆積物の物性変化を定量的に理解するための物性について学ぶ。同時に沈み
込みプレート境界地震発生帯、付加体発達史などと合わせて、堆積物物性と付加体の
発達する沈み込み帯におけるプレート境界地震との関係を議論する。

授業計画

１．なぜ付加体物性を勉強するのか
２．応力・ひずみ
３．静水圧・流体圧・有効応力
４．破壊
５．間隙率
６．続成過程
７．弾性波
８．速度物性
９．付加体1
10．付加体2
11．沈み込みプレート境界地震発生帯
12．海洋付加体掘削
13．四万十帯1
14．四万十帯2
15．付加体物性と沈み込みプレート境界地震に関する今の理解と将来の問題

達成目標（達成水準）

沈み込みプレート境界地震を物質として理解する上で必要な堆積物物性とそれに関連
する基礎知識を習得する。得た知識がどのように応用されどういう理解に到達するか、
その結果が将来にどう展望されるかのケーススタディーを行う。

授業時間外の学習
フィールド観察（高知の海岸ならどこでもよい。横浪半島・久礼・興津などはおすすめ。）

教科書・参考書
付加体地質学 (フィールドジオロジー) （参考書）

成績評価の基準と方法
出席（30％）およびテスト（70％）で評価



授業コード 授業題目 単位数 2

授業種別 演習
履修開始年
次

1 開講時期 通年 曜日・時限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

応用理学ゼミナールI

小槻日吉三　阿万智治　北條正司　吉田
勝平　清岡俊一　柳澤和道　鈴木知彦　川
村和夫　藤原滋樹　市川善康　津田正史
田部井隆雄　岡村眞　横山俊治　東正治
渡辺茂　藤山亮治　上田忠治　米村俊昭
梶芳浩二　岡村慶　金野大助　湯浅創　村
上英記　佐々浩司　松岡裕美　橋本善孝
久保篤規　中野啓二　恩田歩武　宇田幸
司　砂長毅　村田文絵　永野高志　松本健
司

理学専攻　　応用理学コース

授業テーマと目的

１年次において、応用化学・海洋生命分子工学・災害科学の各分野の最新の学術雑誌
の論文を読み、その内容について分かりやすく紹介する。各分野の研究について、教員
と学生が議論することによって知識を深める。

授業計画

応用化学分野においては、錯体化学、分析化学、天然物合成化学、有機反応化学、化
学材料学などの専門分野に関連する最新の研究についてプレゼンテーションを行い、内
容に関する質疑応答を行う。事前準備として、発表の前週末までに紹介する研究内容を
分かりやすくまとめたレジュメを作成し、各教員と受講生に配布する。この事前学習より、
議論がより活発に行われるようにする。
海洋生命・分子工学分野においては、生化学・分子生物学・細胞生物学・発生生物学・
遺伝子工学・分子進化学・天然物化学・有機合成化学の研究分野・領域において，受講
生の研究分野とその周辺領域から最新かつ重要な学術論文を，受講生自身が選び出
し，内容をまとめたレジュメを用意して教員および受講生全員に紹介する。ゼミナール I
では，通常 1 回の報告（発表）で 1 編の論文を紹介する。内容について議論し，自分の
研究内容と比較して考察する。また，各受講生の研究内容について，その進捗状況をま
とめて報告し，その内容や今後の課題などについて全員で議論する。

災害科学分野においては、気象系（連続体力学、大気科学、メソ気象学）、地球物理系
（地震学、測地学、地球動力学、物理探査法、地球惑星科学、応用電磁気学）、地質系
（地震地質学、災害科学、地盤基礎工学、応用鉱物学、構造地質学、堆積学）に関係し
た研究の成果や文献紹介を受講者は順番に実施する。日時については、後日通知す
る
第1回　ガイダンス：授業を始めるにあたって
第2回　論文・研究紹介と質疑討論
第3回　論文・研究紹介と質疑討論
第4回　論文・研究紹介と質疑討論
第5回　論文・研究紹介と質疑討論
第6回　論文・研究紹介と質疑討論
第7回　論文・研究紹介と質疑討論
第8回　論文・研究紹介と質疑討論
第9回　論文・研究紹介と質疑討論
第10回　論文・研究紹介と質疑討論
第11回　論文・研究紹介と質疑討論
第12回　論文・研究紹介と質疑討論
第13回　論文・研究紹介と質疑討論
第14回　論文・研究紹介と質疑討論
第15回　１学期のまとめ
第16回　２学期の授業概要・計画の説明
第17回　論文・研究紹介と質疑討論
第18回　論文・研究紹介と質疑討論
第19回　論文・研究紹介と質疑討論
第20回　論文・研究紹介と質疑討論
第21回　論文・研究紹介と質疑討論
第22回　論文・研究紹介と質疑討論
第23回　論文・研究紹介と質疑討論
第24回　論文・研究紹介と質疑討論
第25回　論文・研究紹介と質疑討論
第26回　論文・研究紹介と質疑討論
第27回　論文・研究紹介と質疑討論
第28回　論文・研究紹介と質疑討論
第29回　論文・研究紹介と質疑討論
第30回　２学期のまとめ

達成目標（達成水準）
各自の研究分野において、その研究内容や関連分野の最新の研究内容を体系立てて
論じ、他の受講者にも理解できるようわかりやすく紹介すること。

授業時間外の学習
学術論文の検索・読破、理解困難な内容、発表内容等については、あらかじめ指導教員
に相談し、指導を受けておくこと。

教科書・参考書
指導教員が指定する。

成績評価の基準と方法
出席および発表、質疑応答の内容で評価する。



授業コード 授業題目 単位数 2

授業種別 演習
履修開始年
次

1 開講時期 通年 曜日・時限

担当教員名
担当教員所
属

担当教員電
話

担当教員E-
Mail

応用理学ゼミナールⅡ

小槻日吉三　阿万智治　北條正司　吉田
勝平　清岡俊一　柳澤和道　鈴木知彦　川
村和夫　藤原滋樹　市川善康　津田正史
田部井隆雄　岡村眞　横山俊治　東正治
渡辺茂　藤山亮治　上田忠治　米村俊昭
梶芳浩二　岡村慶　金野大助　湯浅創　村
上英記　佐々浩司　松岡裕美　橋本善孝
久保篤規　中野啓二　恩田歩武　宇田幸
司　砂長毅　村田文絵　永野高志　松本健
司

理学専攻　　応用理学コース

授業テーマと目的

２年次において１年次での応用理学ゼミナールⅠの延長として、その研究を深化させる。
応用化学・海洋生命分子工学・災害科学の各分野の最新の学術雑誌の論文を読み、そ
の内容について分かりやすく紹介する。各分野の研究について、教員と学生が議論する
ことによって知識を深める。

授業計画

応用化学分野においては、錯体化学、分析化学、天然物合成化学、有機反応化学、化
学材料学などの専門分野に関連する最新の研究についてプレゼンテーションを行い、内
容に関する質疑応答を行う。事前準備として、発表の前週末までに紹介する研究内容を
分かりやすくまとめたレジュメを作成し、各教員と受講生に配布する。この事前学習より、
議論がより活発に行われるようにする。

海洋生命・分子工学分野においては、生化学・分子生物学・細胞生物学・発生生物学・
遺伝子工学・分子進化学・天然物化学・有機合成化学の研究分野・領域において，受講
生の研究分野とその周辺領域から最新かつ重要な学術論文を，受講生自身が選び出
し，内容をまとめたレジュメを用意して教員および受講生全員に紹介する。ゼミナール II
では，1 回の報告（発表）で数編の関連する論文を紹介したり，何らかのテーマに沿って
その分野の研究の総括をするような発表も含める。内容について議論し，自分の研究内
容と比較して考察する。また，各受講生の研究内容について，その進捗状況をまとめて
報告し，その内容や今後の課題などについて全員で議論する。

気象系（連続体力学、大気科学、メソ気象学）、地球物理系（地震学、測地学、地球動力
学、物理探査法、地球惑星科学、応用電磁気学）、地質系（地震地質学、災害科学、地
盤基礎工学、応用鉱物学、構造地質学、堆積学）に関係した研究の成果や文献紹介を
受講者は順番に実施する。日時については、後日通知する。

第1回　ガイダンス：授業を始めるにあたって
第2回　論文・研究紹介と質疑討論
第3回　論文・研究紹介と質疑討論
第4回　論文・研究紹介と質疑討論
第5回　論文・研究紹介と質疑討論
第6回　論文・研究紹介と質疑討論
第7回　論文・研究紹介と質疑討論
第8回　論文・研究紹介と質疑討論
第9回　論文・研究紹介と質疑討論
第10回　論文・研究紹介と質疑討論
第11回　論文・研究紹介と質疑討論
第12回　論文・研究紹介と質疑討論
第13回　論文・研究紹介と質疑討論
第14回　論文・研究紹介と質疑討論
第15回　１学期のまとめ
第16回　２学期の授業概要・計画の説明
第17回　論文・研究紹介と質疑討論
第18回　論文・研究紹介と質疑討論
第19回　論文・研究紹介と質疑討論
第20回　論文・研究紹介と質疑討論
第21回　論文・研究紹介と質疑討論
第22回　論文・研究紹介と質疑討論
第23回　論文・研究紹介と質疑討論
第24回　論文・研究紹介と質疑討論
第25回　論文・研究紹介と質疑討論
第26回　論文・研究紹介と質疑討論
第27回　論文・研究紹介と質疑討論
第28回　論文・研究紹介と質疑討論
第29回　論文・研究紹介と質疑討論
第30回　２学期のまとめ

達成目標（達成水準）
各自の研究分野において、その研究内容や関連分野の最新の研究内容を体系立てて
論じ、他の受講者にも理解できるようわかりやすく紹介すること。

授業時間外の学習
学術論文の検索・読破、理解困難な内容、発表内容等については、あらかじめ指導教員
に相談し、指導を受けておくこと。

教科書・参考書 指導教員が指定する。

成績評価の基準と方法 出席および発表、質疑応答の内容で評価する。


